
生野区役所では、閉校した小学校の跡地を
避難所・地域コミュニティ機能等を残しながら、民間事業者が活用することで、
将来のまちの活性化につながる持続可能なまちづくりをめざしています。
今回、その第1弾としてもと御幸森小学校の跡地に「いくのコーライブズパーク」
（略称：いくのパーク）がオープンします。

学校の跡地が8つの包括的機能をもつ地域拠点として生まれ変わります！
オープンに関する情報は、随時いくのパークInstagramに更新していきます。

イベント／シェアキッチン／キッチンカーのレンタル事業と
「飲食人大学」の運営を通じ食に関わる新たな事業者を育成。

食と職による地域貢献

いくのコーライブズパーク
誰もが暮らしやすい「全国No.1のグローバルタウン」へ

・日本で1番多様な食と文化を
 楽しめるイベントの開催
・スポーツやアートを通じ、
 多様なバックグラウンドを持つ
 人々が集い繋がる場所を創出

イベント・
スポーツ・アート

・BBQ場の運営
・サブスクリプション制喫茶店の運営
・子育てをサポートする図書館の運営

地域に開かれた場

11/3（木・祝）10/30（日）
いくの多文化クロッシングフェス2022 いろんなことば ＆ いろんなえほん

de いくのっこパーク
～多言語「えほん」のよみきかせと子育て広場～

困難を抱える子どもたち
の学習サポート、
コラーニングスペースの
運営を通じ、
子どもたちが「勝手に」
育つ環境をつくる。

学びのサポート

・外国ルーツの子どもたちと家族を対象に
 総合的で包括的な支援を実施
・乳幼児の一時預かり事業、
 親子つどいの場の運営

多文化共生・
多世代交流の拠点づくり

・災害時避難場所の開放
・外国人市民向けの防災活動環境整備
・喫茶店、キッチンカー等を活用した炊き出し機能

防災拠点

「いくのパーク」
プレオープン

様々な国の料理を楽しむことができる世界の屋台／地元中学生や大
学生×地元企業のワークショップ／ステージプログラムなど
国籍や年齢を問わず、多様な文化的背景をもつ人々が自由に集い、交
流し合える誰もが楽しめるお祭りを開催！
６０か国近くの人々が暮らす生野区ならではの魅力を、「誰にとっても心
地よいまち、いくの」を発信します。

・外国にルーツのある生徒による多言語「えほん」の読み聞かせ（10か国語）
（大阪わかば高校）
・子育て広場（子育て支援センター・つどいの広場・子ども子育てプラザ）
・Grand Harp平見理津子とAccordion佐藤心によるデュオ　
・親子防災（防災士）

【１部】11：00～１６：00 まつりタイム：食と体験とパフォーマンス
【２部】１６：00～21：00 夜市タイム：食とビールと音楽を楽しむ 大人時間

内 容
NPO法人IKUNO・多文化ふらっと、株式会社RETOWN主 催

NPO法人IKUNO・多文化ふらっと、大阪わかば高校、生野区役所主 催

10：00～14：30      時 間 未就学児とその保護者など対 象

問合せ・NPO法人IKUNO・多文化ふらっと ☎06-６７４１-1123
・株式会社ＲＥＴＯＷＮ ☎06-6777-2554
くわしくはこちらをご覧ください▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

問合せ 　保健福祉課（子育て支援） ☎06-6715-9024  FAX06-6715-9967
くわしくはこちらをご覧ください▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

「いくのパーク」（もと御幸森小学校） 桃谷5-5-37ところプレオープンイベント

つなぐ まなぶ たべる つどう まもるはたらく たのしむ つたえる
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御幸森小学校跡地活用事業による

2022年（令和4年）10月号

持続可能な開発目標（SDGs）は「誰一人取り残さない」社会の実現をめざす国際目標です。
私たち一人ひとりの暮らし方が、世界の未来を変えていきます。 市HP▶


